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１． 研究計画の概要 
 スポーツ法学研究で先んじているアメリ
カ合衆国及びヨーロッパ諸国の資料を中心
として、スポーツに関わる紛争、訴訟そして
関連の法規に焦点を当て、以下の諸点を明ら
かにする。 
（１）国際的に注目されてきたスポーツに関
わる法的問題のうち、とくにスポーツ関連の
紛争や訴訟はどのような状況にあり、そして
それらに関わる法規はいかなるものがある
のかを明らかにする。 
（２）スポーツに関わる紛争や訴訟のうち、
とくに参加資格に関する事例として、障害を
持つ者に関する事例、人種や民族に関する事
例、男女の機会に関する事例及びスポーツ・
バイオレンスやドーピングに関する事例な
どを取り上げ、その具体的内容、争点、法的
な判断及び課題を明らかにする。 
 
２．研究の進捗状況 

ヨーロッパでは、とくにヨーロッパ評議会
のスポーツ担当者会議において法的な問題
が検討され、採択や勧告という形式で共通の
方向が示されてきた。それらは、1960 年代か
ら 80 年代までをみても、採択として、競技
者のドーピング（1967）からスポーツ・フォ
ア・オール政策の理念（1976）やＣＥスポー
ツ基金の設立（1978）などがあり、また、担
当大臣会議の勧告として、観衆の暴力（1984）
やヨーロッパ・アンチドーピング憲章（1984）
そして障害者のスポーツ・フォア・オール
（1986）な ど を 数 え る こ と が で き る 。
とくに、ＥＵ法の整備が進むなかで
１９９０年代後半からは、経済活動
とプロスポーツ選手の移籍の問題が

浮上し、スポーツとしての特殊性（固
有法）と一般法との接点をどのよう
に調整してゆくかが課題となってい
る。また、とくに紛争処理について
は 、 アメリカ合衆国で生じたレスリング・
グレコローマンのシドニーオリンピック代
表をめぐる紛争では、アメリカ・オリンピッ
ク・アマチュアスポーツ法を根拠にした仲裁
による裁定、わが国の北京オリンピックのア
ジア地区最終予選へのカヌー・カヤック女子
選手の代表について、選手選考への不満から
代表決定取り消しなどを求めた日本スポー
ツ仲裁機構での仲裁、そして国際スポーツ仲
裁裁判所（CAS）による我那覇選手のドーピ
ング禁止規定違反の処分取り消し裁定、同様
に国際スポーツ仲裁裁判所（CAS）が、両足
義足の選手の出場を認めなかった国際陸上
競技協会の決定を無効とする裁定を下した
例などスポーツ参加をめぐる紛争など、近年
は、各スポーツの仲裁機関を紛争解決の場と
して争われるケースが増加していることな
どが、確認できてきたところである。 
 
３．現在までの達成度 
②概ね順調に進展している。 
上記進捗状況にあげたような事項が確認で
きてきているため。 
 
４．今後の研究の推進方策 
今後は研究計画の概要（2）にあたる参加

資格に関する事例のうち、とくに障害を持つ
者に関する事例、人種や民族に関する事例、
男女の機会に関する事例及びスポーツ・バイ
オレンスやドーピングに関する事例などを
取り上げ、その具体的内容、争点、法的な判
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断及び課題を明らかにすることで、研究を深
めたい。 
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